
ある日とつぜん 岩手県の太田薬師に 

なぞの巨大怪物体があらわれた。４本のうでをもつ ぶきみな てきだ。

からだ中から 赤いオーラが ほのおのようにふきだしている。

「オレのＶＶＶＦブラスターがきかないなんて ロックじゃねぇ……!」

「……じぶんのこうげきも はが立たないです」

Ｅ６ネックスとＥ７アズサでかけつけた ハナビとタイジュは くやしそう。

そのとき 大宮支部で しれいを出すアブトから つうしんが入る。

「どうやらそいつは エージェント・カイレンのようだ !」

カイレンとは かつてのシンカリオンうんてんし──速杉ハヤトたちが 力をあわせてたおしたキトラルザスだ。

そのキトラルザスが なぜかふっかつしてしまったのだ。

カイレンは４つの剣をＥ６ネックスとＥ７アズサに いきおいよくなげつける !

「うわああああぁぁぁぁぁ !!!」

２たいのシンカリオンＺが 大きくふっとばされてしまった。

Ｅ６ネックスのうでと Ｅ７アズサのあしが うごかない。

「ふたりとも いますぐ大宮に もどるんだ !

  まずは Ｅ６とＥ７をしゅうりする。

  そして Ｅ５とＥ６にあたらしいシステムをくわえる !」

ハナビとタイジュが なにごとかと かおを見あわせる。

「パーフェクトＺ合体だ !!」

アブトは どうどうと言いはなった。                               つづく                             

ーふっかつのカイレンー　#1                      
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大宮支部で Ｅ６とＥ７のしゅうりが おこなわれている。

「オレのたいせつなＥ６を こんな目にあわせやがって……」

「つぎはぜったいに かちましょう……!」

そのさぎょうを見つめるハナビとタイジュが くやしそうにつぶやく。

「なあ、アブト !　パーフェクトＺ合体って いったよな？」

ハナビのぎもんに アブトがこたえる。

「ああ。いままでのＺ合体に さらなるつよさをくわえた あたらしいシステムだ。

  ザイライナーも ２つの車りょうをつかう。うでとあしに 合体するんだ」

「それが パーフェクトＺ合体ですか……!」

「すげぇ !」

タイジュとハナビが こうふんぎみに目をかがやかせる。

「おれもすこしだが パーフェクトＺ合体のせっけいを 手つだうことができた」

アブトはうれしそうに はなしをつづけた。

そして シンはいま 日本にいない。

ゆめをかなえるために メキシコへと たび立っているのだ。

「あいつがいないぶん おれたちががんばらないとな」

「ああ !　日本のへいわとあんぜんは───」

「自分たちで まもりましょう !」

アブトとハナビとタイジュは グータッチで しょうりをちかい合うのだった。

                             つづく                             

ーふっかつのカイレンー　#2                      
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きんきゅうアラートがなりひびく !

どうやらカイレンが こんどは長野の鏡池にあらわれたようだ。

しかし Ｅ６のかいりょうとＥ７のしゅうりは まだおわっていない。

「オレが行ってくる !」

アブトが ダークシンカリオンでむかおうとした そのときだった。

「チェンジ !　シンカリオン !!」

なんと シンカリオンＺ Ｎ７００Ｓかもめが 鏡池にかけつけているではないか。

門司支部 中洲ヤマカサがうんてんする あらたなシンカリオンＺのとうじょうだ。

「Ｚ合体 シンカリオン !」

Ｎ７００Ｓかもめが ザイライナー ８８３ソニックニチリンとＺ合体 !

シンカリオンＺ Ｎ７００Ｓソニックニチリンが カイレンのまえに立ちはだかる。

「行くぞ、ヤマカサ !　アブソリュートソード !!」

「ニチリンカモメボウガン !!」

アブトがのるダークシンカリオンアブソリュートと 

ヤマカサがのるＮ７００Ｓソニックニチリンが カイレンへのこうげきをくりひろげる。

だが カイレンに それをうわまわる力で はんげきされてしまう。

そのあまりの力に アブトもヤマカサも なすすべがない……!

そして カイレンは ふたたびどこかへと きえさってしまった。

アブトとヤマカサは くやしい気もちをかかえたまま 大宮にもどるのだった。

                         つづく                             

ーふっかつのカイレンー　#3                      
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大宮支部に 白ぎんの新かんせんとシンカンセンモードのＮ７００Ｓかもめが もどってきた。

ハナビとタイジュは アブトとヤマカサがぶじだったことに 大よろこびだ。

よいしらせは まだあった。

Ｅ７のしゅうりが おわっただけではない。

パーフェクトＥ５とパーフェクトＥ６のかいりょうが ついにかんせいしたのだ。

それぞれのどう体と うでと あしが きん色にかがやいている。

「もしかして すげぇパワーアップしたのか !?」

目をかがやかせて きいてくるハナビに アブトはほこらしげにこたえる。

「パワーだけじゃない。ぶきにも ちゅうもくだ。

Ｅ５のヤマノテエキスカリバーは“ヤマノテダブルエキスカリバー”に。

Ｅ６のＶＶＶＦブラスターは“ネックスＶＶＶＦブラスター改”に かいぜんされている」

さらに あたらしいそうびも くわえられたようだ。

「パーフェクトＥ５ヤマノテには“ヤマノテクロー”と“ヤマノテシールド”。

　そして パーフェクトＥ６ネックスには“ネックスガトリング”───

　この あたらしいぶきが そなえられているんだ」

パーフェクトＺ合体ができるＥ５とＥ６なら カイレンをたおせる。

シンがいなくても かならず日本のへいわとあんぜんを まもってみせる !

アブトとハナビとタイジュとヤマカサの４人は そうちかい合うのだった。                          

つづく                             

ーふっかつのカイレンー　#4                      
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ふたたびカイレンが こんどは東京の上野にあらわれた !

アブトとハナビが シンカンセンモードのＥ５とＥ６にのりこむ。

「いよいよ パーフェクトＥ５とＥ６の出ばんだ……!」

Ｅ５とＥ６は連けつしたじょうたいで 上野ほうめんへとむかって走りだす。

「おれとハナビ ふたりの力が“連けつ ちょうしんかそくど”を生みだすんだ」

Ｅ５とＥ６のそくどが グングンと かそくする。

そして“連けつ ちょうしんかそくど”に とうたつした。

「チェンジ !　シンカリオン !!」

アブトとハナビがかけ声を上げると Ｅ５とＥ６の車りょうが へんけいする。

さらに ザイライナー Ｅ２３５ヤマノテと

 ザイライナー Ｅ２５９ネックスが 走ってきた。

「パーフェクトＺ合体 !　シンカリオン !」

ふたりが ＺギアのＺボタンを いきおいよくタップすると───

『シンカリオンＺ パーフェクトＥ５ヤマノテ』

『シンカリオンＺ パーフェクトＥ６ネックス』

パーフェクトＺ合体が ついにかんせいした !

ハナビとアブトは カイレンにむけて 力づよく言いはなつ。

「かくごしろよ ４本うでヤロー !」

「日本のへいわとあんぜんは かならずまもってみせる !」

はげしいたたかいが 今まさにはじまろうとしている。 つづく                             

ーふっかつのカイレンー　#5                     
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上野にあらわれたカイレンに パーフェクトＥ５ヤマノテとパーフェクトＥ６ネックスが たちむかう。

アブトはカイレンのこうげきを ヤマノテシールドでガード !

そして ヤマノテダブルエキスカリバーで はんげきする。

ハナビはネックスガトリングを うちまくる。

「はでに きめるぜ !　ネックスＶＶＶＦフルバースト !!」

パーフェクトＥ６ネックスが“ネックスガトリング”“ネックスＶＶＶＦブラスター改”“ネックスミサイル”

を いっせいに はっしゃ !

「これで おわりだ !　ヤマノテクローーーーーー !!」

パーフェクトＥ５ヤマノテの 足にそうびされたカギづめが カイレンにせまる !

ズガァァァァァァァァンッ !!

じめんに たたきつけられたカイレンは うごかない。

「やったぞ !!」

「っしゃあああああッ !　きまったぜーーーーー !!」

アブトとハナビが よろこびのこえを上げた そのとき───

たおれていたカイレンが きょだいな剣で はんげきしてきた。

「!?」

カイレンはゆっくりとたち上がり ふたたび じょうくうにうかび上がる。

「むてきなのか こいつ……!?」

アブトとハナビは ぼうぜんとするしかなかった。

                 つづく                             

ーふっかつのカイレンー　#6                    
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カイレンのあまりのつよさに アブトとハナビは とまどうばかりだった。

そのとき ふたりのもとに けんきゅういんの三島ヒビキから れんらくが入る。

『カイレンが ふっかつしたりゆうが はんめいしました !』

１ねんまえに シンやアブトたちがたおした アラバキがかかわっている───

ヒビキは そうせつめいする。

そのアラバキが カイレンのからだをつかって ふっかつしてしまったようだ。

「なぁ……それって ゾンビってヤツなんじゃねぇのか……?!」

ハナビが おもわずゴクリと いきをのむ。

「もう どうすることも できないのか……!?」

アブトが くやしそうにつぶやいた そのときだった───

「だったら じょうぶつさせてやらないとな !」

メキシコにりゅうがくしていたシンとスマットが かけつけたのだ !

「シン !　スマット !　きてくれたのか !!」

おもいがけないことに アブトはおどろきと よろこびのこえを上げる。

「ああ !　オレたちの力を みせてやろうぜ !!」

シンは力づよく いいはなつ。

そのすがたは きぼうのひかりに みちあふれていた。

つづく                             

ーふっかつのカイレンー　#7                    
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メキシコからかけつけたシンが パーフェクトＥ５ヤマノテにのりこむ。

アブトはダークシンカリオンアブソリュートで カイレンとのたたかいにのぞむ。

さらに パーフェクトＥ６ネックスと Ｅ７アズサと Ｎ７００Ｓソニックニチリンも せいぞろい───

いよいよ さいごのたたかいが はじまる !

「いくぞ カイレン !　うおおおおおおおおおッ !!」

シンは ヤマノテダブルエキスカリバーで どとうのこうげきを くりひろげる。

ハナビとタイジュとヤマカサ そしてアブトも いっせいに こうげきをしかける。

パーフェクトＥ６ネックスは ネックスＶＶＶＦフルバースト !

Ｅ７アズサは アズサコウデンアツアックス !

Ｎ７００Ｓソニックニチリンは ニチリンカモメボウガン !

ダークシンカリオンアブソリュートは アブソリュートソード !

すさまじいれんぞくこうげきに さしものカイレンにも すきがうまれた。

そこに パーフェクトＥ５ヤマノテが とどめのいちげきをはなつ。

「パーフェクトＺグランクロス !!!」

まばゆいひかりをはなちながら グランクロスがカイレンにさくれつした ! ついにシンたちは しょうりをおさめる。

「アブト !　オレ うれしかった。みんなと またいっしょにたたかえて !」

「シン……!　オレもだ」

すると パーフェクトＥ５ヤマノテとダークシンカリオンアブソリュートが こぶしをつき出しあい───

グータッチで おたがいのけんとうを たたえあうのだった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわり

ーふっかつのカイレンー　#8                   
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